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　 今年度より公益社団法人日本補綴歯科学会関西支部長を拝命しました．また，平成29年度䛾支部学術

大会も務めさせていただく栄に浴することになり，ここにご挨拶申し上げます．

　こ䛾度䛾関西支部会䛿，京都府歯科医師会䛾安岡良介会長，学術担当䛾中村　匡理事を始め，京都府

歯科医師会䛾多く䛾方々に全面的な協力をいただき，平成１７年に続いて京都府歯科医師会館を会場とし

て関西支部会を開催する運びとなりましたこと，支部会を代表して厚くお礼申し上げます．

　 ここ最近䛾補綴歯科臨床䛿，デジタル歯科技術と再生歯学䛾急速な進展，ならびにそれに伴う歯科材料

䛾進化䛾恩恵を受けて急速に変わりつつあります．したがって，歯科医療䛾最前線に立って日々䛾臨床に

励む者にとって，そ䛾臨床行為を高いレベルに保つために䛿，日々進化を続け，次々と新製品が産み出さ

れる歯科材料を正しく使用し，国民䛾健康増進に結びつけることが必要です．そこで，特別講演䛾演者とし

て，大阪大学歯科理工学教室教授であります今里　聡先生をお招きし，「歯科材料䛾最新情報」と題して，

特にご自身がそ䛾開発に深くかかわってこられたバイオアクティブな歯科材料についてご紹介いただき，そ

れらが補綴歯科臨床にど䛾ように役立つ䛾かをご解説いただく予定です．私自身，そ䛾ような観点から先生

䛾ご講演を拝聴する䛾䛿初めてでもあり，大変に楽しみにしております．

　 一方，生涯学習公開セミナー䛿，開催テーマを「ブラキシズム　－今わかっていることとそ䛾対応法－」と

題し，ブラキシズム䛾臨床，研究䛾分野で䛿特に著名な加藤隆史教授（大阪大学），藤澤政紀教授（明海大

学），山口泰彦教授（北海道大学）をお招きし，開催いたします．補綴装置失敗䛾重要な要因䛿，生物学的

要因，技術的要因，力学的要因䛾3つですが，そ䛾中で最も診断ならびに対応法が遅れている要因が力学

的要因です．したがって，装着した補綴装置を口腔内で長く機能させるために䛿，そ䛾寿命を縮める最たる

力学的要因となること䛾多いブラキシズムにスポットを当ててセミナーを開催することとしました．3教授とも，

現在わが国でブラキシズムに関して最も精力的な研究を続けておられる方々であり，参加された方々に䛿ブ

ラキシズムに関する最新䛾情報と具体的な対応法を学んで帰っていただけるも䛾と確信しています．

　 一般講演に䛿関西支部からだけで䛿なく，九州支部や東京支部からも演題を頂戴し，全部で１９題と多く

䛾発表をいただけることになりました．また，専門医ケースプレゼンテーションが２題，展示も５社から申し込

みをいただいており，盛りだくさん䛾内容で開催できる見込みです．

　 開催地が京都ということもあり，言うまでもなく市内に䛿有名観光スポットが至る所に点在しており，是非と

も一人でも多く䛾方々にご参加いただき，大会前後に䛿“冬䛾古都”䛾風情を楽しんでいただけれ䜀幸甚で

す．本大会がご参加いただける皆様にとって実り多いも䛾になりますことをお祈りして開催䛾ご挨拶とさせて

いただきます．

大会長挨拶

（公社） 日本補綴歯科学会関西支部

支部長　矢谷 博文
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学術大会スケジュール
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学術大会参加䛾皆様䜈

㻝㻚   参加者䛿受௜にて当日会㈝ 㻝㻘㻜㻜㻜 ෇をお支ᡶい䛾上， 学術大会参加❶をお受けྲྀりください 㻚

学術大会参加❶に䛿， Ặ名 䞉 所ᒓをごグධ䛾上， 身につけてごධ場ください 㻚

2㻚   研究発表における䝡デオ䞉෗┿➼䛾᧜ᙳ䛿，発表者䛾著సᶒ保ㆤ䛾ため，⚗Ṇさせていただきます 㻚

3㻚   本大会出ᖍ者䛿 㻠 ༢఩䛾研ಟ༢఩が୚䛘られます 㻚 本学会専門医䛾申ㄳあるい䛿᭦新をᕼᮃする

場ྜ䛿， 受௜にて会ဨド䛾バー䝁ー䝗をㄞྲྀ機に㏻してください 㻚 会ဨド䛾ない方䛿， 専門医研

ಟ䜹ー䝗を用ពしております 㻚

㻠㻚   生涯学習公開セミナー 㻔 専門医研ಟ༢఩ㄆ定セミナー 㻕 䛾参加༢఩Ⓩ㘓につきまして䛿， 会場出

口にて会ဨド䛾バー䝁ー䝗をㄞྲྀ機に㏻してください 㻚

㻡㻚   会場内䛿す䜉て㣧㣗⚗Ṇ， ⚗↮です 㻚

㻢㻚   㥔㌴場䛾ご用ព䛿ご䛦いません䛾で， お㌴で䛾ご᮶場䛿ご㐲៖ください 㻚

日歯生涯研ಟについて

　 㻔 公社 㻕 日本補綴歯科学会関西支部学術大会に参加した場ྜに䛿， 特別研ಟとして 㻝㻜 ༢఩がྲྀᚓ

できます 㻚 特別研ಟ䛾༢఩Ⓩ㘓に䛿， 受௜にタ置された䜹ー䝗䝸ー䝎ーにご自身䛾日歯 㻵㻯 䜹ー䝗をか 

䛦してください 㻚 そ䛾௚䛾ྛプ䝻䜾ラム䛾༢఩Ⓩ㘓䛿䝩ールධ口௜近にタ置された䜹ー䝗䝸ー䝎ー に日歯 

㻵㻯 䜹ー䝗をか䛦してください 㻚

　い䛪れも受講研ಟⓏ㘓用 㻵㻯 䜹ー䝗がないと༢఩Ⓩ㘓ができません䛾で， 必䛪ご自身䛾日歯 㻵㻯 䜹 ー

䝗を必䛪おᣢ䛱ください 㻚 ヲ⣽䛿日本歯科医師会におၥいྜわせください 㻚

口演発表される先生䜈

㻝㻚   発表䛿す䜉て㻼㻯による発表㻔༢෗㻕とします㻚スライ䝗や䝡デオ䛿使用できません䛾でごὀពください㻚

2㻚   口演᫬㛫䛿発表 㻤 分 㻔 ᫬㛫ཝᏲ 㻕， ㉁␲応⟅䛿 2 分です 㻚

3㻚   一般口演発表にて使用する 㻼㻯㻔㼃㼕㼚㼐㼛㼣㼟㻝㻜㻕 䛿会場で用ពします 㻚 㻹㼍㼏㼕㼚㼠㼛㼟㼔 をご使用䛾場ྜ䛿，

ご自身䛾 㻼㻯 をおᣢ䛱ください 㻚

㻠㻚   㡢ኌ出力をᕼᮃされる先生， ື⏬➼を使用される先生， 㻹㼍㼏㼕㼚㼠㼛㼟㼔 で䛾発表をᕼᮃされる先生䛿事

前に事務ᒁまでお▱らせください 㻚

㻡㻚   演題発表䛾進行᧯స䛿， ご自身で行ってください 㻚

㻢㻚   発表䝣䜯イル䛿 㻼㼛㼣㼑㼞㻼㼛㼕㼚㼠2㻜㻝3㻘2㻜㻝㻢 ஫᥮ᙧᘧ 㻔㼜㼜㼠㼤㻕 にて， 㼃㼕㼚㼐㼛㼣㼟 ᶆ‽ᦚ㍕䝣䜷ントをご使用く

ださい 㻚

㻣㻚   発表に使用する 㻼㻯 䛾解ീ度䛿 㼄㻳㻭㻔㻝㻜2㻠㽢㻣㻢㻤㻕 に⤫一します䛾で， ご使用䛾 㻼㻯 䛾解ീ度を

㼄㻳㻭 にྜわせてからレイア䜴トをご確ㄆください 㻚

ӋьᎍǁƷƝకϋ
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㻤㻚   予ഛ䛾バックアップデータを必䛪おᣢ䛱ください 㻚

9㻚   発表予定᫬้䛾 3㻜 分前までに， 会場受௜にて発表データ䛾ヨ෗確ㄆならびにᥦ出を行ってくださ

い 㻚

㻝㻜㻚  発表データ䛿， 㼁㻿㻮 䝯䝰䝸ーにてごᥦ出ください 㻚 あらか䛨め， 䝯ディア䛾䜴イルス䝏䜵ックを行ってく

ださい 㻚

㻝㻝㻚  発表後䛾データ䛿事務ᒁで㈐௵をもってᾘཤいたします 㻚

㻝2㻚  演者䛿， 発表予定᫬้ 㻝㻜 分前に䛿 「次演者ᖍ」 に着ᖍしてください 㻚

㻝3㻚  発言者䛿ᗙ長䛾ᣦ示にᚑい， 所定䛾場所でマイクを使用し， 所ᒓとẶ名を࿌げた後， 要㡿よく⡆

₩に発言㢪います 㻚

㻝㻠㻚  発表者䛿ヱ当する 㻯㻻㻵 ≧ែについて， 発表スライ䝗にて所定䛾様ᘧ 㻝㻙㻭， 㻝㻙㻮 により開示をお㢪

いします 㻚 ヲ⣽䛿ୗグ䛾補綴学会 㻴㻼 を参↷してください 㻚 㼔㼠㼠㼜㻦㻛㻛㼣㼣㼣㻚㼔㼛㼠㼑㼠㼟㼡㻚㼏㼛㼙㻛㼏㼋㻣㻜2㻚㼔㼠㼙㼘

㻼㻯 をごᣢ参頂く方䜈 㻔 㻹㼍㼏㼕㼚㼠㼛㼟㼔 ➼ 㻕

㻝㻚   ฼用機✀， 㻻㻿， アプ䝸ケーションにไ㝈䛿ありませんが， 㻰㻙㼟㼡㼎㻝㻡 䝢ンによる䝰䝙ター出力が必要

です 㻚 一部䛾䝜ート䝟䝋䝁ンで䛿本体௜ᒓእ部出力䝁䝛クターが必要な場ྜがご䛦います䛾で， 必

䛪ྛ自でご用ពください 㻚

2㻚   ⏬面䛾解ീ度䛿 㼄㻳㻭㻔㻝㻜2㻠㽢㻣㻢㻤㻕 に⤫一します䛾で， ご使用䛾 㻼㻯 䛾解ീ度を 㼄㻳㻭 にྜわせてか

らレイア䜴トをご確ㄆください 㻚

3㻚   スク䝸ーンセーバー， ┬㟁力タ定， 䜴イルス䝏䜵ックならびに㉳ື᫬䛾䝟ス䝽ー䝗䛿予め解㝖してお

いてください 㻚

㻠㻚   㟁※ケーブルを必䛪ごᣢ参ください 㻚 バッテ䝸ーで䛾ご使用䛿トラブル䛾ཎ因となります 㻚

㻡㻚   予ഛ䛾バックアップデータを必䛪おᣢ䛱ください 㻚
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㻝㻚 会 場

京都府歯科医師会 口腔保健センター　多┠的室

2㻚 発表日᫬

展 示　平成 3㻜 年 㻝 ᭶ 2㻜 日 㻔 ᅵ 㻕 㻝3㻦㻜㻜 ࠥ 㻝3㻦3㻜

ᑂ ᰝ　平成 3㻜 年 㻝 ᭶ 2㻜 日 㻔 ᅵ 㻕 㻝3㻦3㻜 ࠥ 㻝㻠㻦3㻜

3㻚 発表方法

㻝㻕 展示について

㻔㻝㻕 受௜䛿平成 3㻜 年 㻝 ᭶ 2㻜 日 㻔 ᅵ 㻕 㻝2㻦3㻜 から行います 㻚 会場受௜にて演題␒ྕ， 所ᒓ， Ặ名

を明示し， 演題␒ྕをグした名ᮐを受けྲྀってୗさい 㻚

㻔2㻕 展示用にᶓ 㻝㻤㻜 㼏㼙㽢 ⦪ 2㻜㻜 㼏㼙 䛾展示䝟䝛ルと㈨料展示用テーブル 㻝 本を用ពいたします 㻚 

㻔3㻕 ᅗ䛾⠊ᅖ内にポスターを展示してୗさい 㻚 

㻔㻠㻕 大会事務ᒁで展示䝟䝛ルに演題␒ྕを用ពします 㻚 演題， Ặ名， 所ᒓ䛿申ㄳ者が用ពしてୗ

さい 㻚

㻔㻡㻕 ポスター䛾展示䝟䝛ル䜈䛾㈞り௜け䛿⏬㗩を使用し， テープなど䛾⢓着テープ䛿使用しないで

ୗさい 㻚 ⏬㗩䛿会場に用ពいたします 㻚 

2㻕 ᑂᰝについて

㻔㻝㻕 ᑂᰝဨ䛾ᣦ示にᚑい， 㻝㻜 分⛬度で説明を行ってୗさい 㻚

㻔2㻕 そ䛾後， ᑂᰝጤဨ䛾㉁␲を受けてୗさい 㻚 

㻠㻚 ポスター䛾᧔ཤ

平成 3㻜 年 㻝 ᭶ 2㻜 日 㻔 ᅵ 㻕 㻝㻠㻦㻠㻡 ࠥ 㻔㻝㻡 䠖 㻜㻜 ௨㝆䛿事務ᒁでฎ分いたします 㻚㻕

 ᧉҔプȬǼȳȆȸǷȧȳǛƞǕǔέဃǁݦ

 

専門医申ㄳ䛾ため䛾ケースプレゼンテーション用ポスター発表䛾つ᱁

ᧉҔプȬǼȳȆȸǷȧȳǛƞǕǔέဃǁݦ

䊹 2㻜䠿䡉䊻   䊹              16㻜䠿䡉               䊻

  䊺
 2㻜䠿䡉   䊺
  䊼

  䊺

2㻜㻜䠿䡉1㻤㻜䠿䡉

  䊼   䊼

  䊹            1㻤㻜䠿䡉                     䊻

演題
␒ྕ

演題䞉所ᒓ䞉Ặ名䞉෗┿
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プログラム

1 月 20 日 （土曜日）　講堂　

㻝㻠㻦3㻜　開会䛾㎡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　矢谷博文 （大会長 䞉 支部長）　

㻝㻠㻦3㻡ࠥ㻝㻣㻦㻜㻜　一般口演　

㻝㻠㻦3㻡㻙㻝㻡㻦㻜㻡　ᗙ長　⍞᳃ᓫᘯ （大阪大）     日歯生涯研ಟ䝁ー䝗 2㻢㻜㻤

㻝    物ᛶ䛾␗なる人工歯で製సした⩏歯ညྜ面䛾ᦶ⪖䛾ẚ㍑

䕿Ἑ東里ዉ 1)， ┿◁ᙬᏊ 1)， 北ᑿᚨႹ 1)， ᴋ　ᑛ行 1)， ῰谷཭⨾ 1)， ஭上ኴ㑻 1)， ᑠ野ᆂ᫛ 1)，

ᰠ本࿴ಇ 2㻕， 㧘ᶫ一ஓ 1)

1) 大阪歯科大学高㱋者歯科学講ᗙ， 2㻕 大阪歯科大学医療保健学部口腔工学科

2    バーアタッ䝏䝯ントインプラントオーバーデン䝏䝱ー䛾䜂䛪み　䌦口⵹䛾有↓䛾ᙳ㡪䌦

䕿西村ඃ一， 高ᶫ฼ኈ， ᶒ⏣▱ஓ， ᐩ⏣❶Ꮚ， ㇏⏣理⣪， 前⏣ⰾ信

大阪大学大学㝔歯学研究科㢡口腔機能再ᘓ学講ᗙ有床⩏歯補綴学 䞉 高㱋者歯科学分野

3    健ᖖ有歯㢡者䛾ညྜ面方ྥから䛾่⃭᫬における⮻歯部歯᰿⭷ゐ 䞉 ᅽぬ㜈್䛾ᇶ‽⠊ᅖ

䚽⚄⏣㱟平， ྥ஭᠇ኵ， ௰西健ᶞ， ᮌ村公一， ⏣中㡰Ꮚ， ⏣中ᫀ博

大阪歯科大学有歯補綴ညྜ学講ᗙ

㻝㻡㻦㻝㻜㻙㻝㻡㻦㻠㻜　ᗙ長　㧘ᶫ一ஓ （大歯大）     日歯生涯研ಟ䝁ー䝗 2㻢㻜2

㻠    ୗ㢡⮻歯部歯ᵴ㦵に加わる༳㇟ᅽにᙳ㡪を୚䛘る因Ꮚ䛾᳨ウ

䕿ᙇ　ඖ⩶， 前⏣ⰾ信， ࿴⏣ㄔ大， ᶒ⏣▱ஓ， ụ㑓一඾

大阪大学大学㝔歯学研究科㢡口腔機能再ᘓ学講ᗙ有床⩏歯補綴学 䞉 高㱋者歯科学分野

㻡    ୗ㢡↓歯㢡㢡ሐᘪ䛾༙ᚄと㢡ሐ䛾高さ䛾᳨ウ

䕿℈⏣　໶， ᶒ⏣▱ஓ， ༑Ἑᇶ文， 高ᶫ฼ኈ， 前⏣ⰾ信 

大阪大学大学㝔歯学研究科㢡口腔機能再ᘓ学講ᗙ有床⩏歯補綴学 䞉 高㱋者歯科学分野

㻢    㐟㞳➃⩏歯装着が上㢡前歯に୚䛘るᙳ㡪　－∦ഃと୧ഃ㐟㞳➃⩏歯䛾ẚ㍑－

䖣ᡞᕝ　▖， ᶒ⏣▱ஓ， 高ᶫ฼ኈ， 前⏣ⰾ信

大阪大学大学㝔歯学研究科㢡口腔機能再ᘓ学講ᗙ有床⩏歯補綴学 䞉 高㱋者歯科学分野

㻝㻡㻦㻠㻡㻙㻝㻢㻦㻝㻡　ᗙ長　బ古ዲ正 （大阪市開ᴗ）     日歯生涯研ಟ䝁ー䝗 3㻝㻜㻝

㻣    ညྜ発⫱ྛᮇにおけるညྜ安定ᛶ䛾 㼀 㻙 スキ䝱ン䊢によるホ౯

䕿ᯇ㷂ᝅኈ， ⚟本㈗ᏹ， బ藤正ᶞ， 藤野　明， ⏣中㡰Ꮚ， ⏣中ᫀ博

大阪歯科大学有歯補綴ညྜ学講ᗙ
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㻤    ညྜ༳㇟体䛾┤᥋レー䝄ーィ による 㻯㻭㻰㻛㻯㻭㻹 クラ䜴ン䛾㐺ྜ精度

䕿ụ内៞介， 海ཎ༟ஓ， బ藤正ᶞ， 藤஭Ꮥ政， 㫽஭ඞ඾， ⏣中㡰Ꮚ， ⏣中ᫀ博

大阪歯科大学有歯補綴ညྜ学講ᗙ

9    インプラント䜺イデッ䝗䝃ージ䜵䝸ーにおけるᇙධㄗᕪ 定方法䛾᳨ウ

䕿ᯇ村῟史 㻘　中野 ⎔ 㻘　ᑠ野┿ྖ 㻘　藤⏣♸ஓ 㻘　矢谷博文

大阪大学大学㝔歯学研究科㢡口腔機能再ᘓ学講ᗙクラ䜴ンブ䝸ッジ補綴学分野

㻝㻢㻦2㻜㻙㻝㻣㻦㻜㻜　ᗙ長　西ᓮ　ᏹ （大歯大）     日歯生涯研ಟ䝁ー䝗 3㻝㻜2

㻝㻜   レジン前装 㻼㻱㻱㻷 ෙ䛾䝣レームᙧែが◚ቯᙉ度にཬ䜌すᙳ㡪

䚽℧⏣⨾ዉ， 大᳃　ဴ， 進 ༓᫓， ⓑ㷂ᙬె， ୕ᾆᏹஅ

東京医科歯科大学大学㝔医歯学⥲ྜ研究科ᦤ㣗機能保Ꮡ学分野

㻝㻝   䠬䠡䠡䠧ෙ䛾厚みが⧞り㏉しⲴ重ヨ㦂後䛾◚ቯᙉ度にཬ䜌すᙳ㡪

䚽ⓑ㷂ᙬె 㻘　大᳃　ဴ 㻘　進　༓᫓ 㻘　℧⏣⨾ዉ 㻘　୕ᾆᏹஅ

東京医科歯科大学大学㝔医歯学⥲ྜ研究科ᦤ㣗機能保Ꮡ学分野

㻝2   㻯㻭㻰㻛㻯㻭㻹 ෙ用レジン᥋着技法䛾᥈究　㻙 ➨ඵ報　㻹㻹㻭 ྵ有プライマーฎ理とシランฎ理が長ᮇ᥋

着能に୚䛘るᙳ㡪 㻙

䕿ⴗ野൉介 1)， ᓟ　⠜史 1)， 東　┿ᮍ 1)， ᯇ本┿理Ꮚ 2)， 上村 （ᕝ口） 明日㤶 1)，

⏣ᑼ⿱Ꮚ 1)， ᘪ立┿ᗈ 1)， ቨ谷▱ⱱ 1)， ༡野༟ஓ 1)， 中谷᪩ᕼ 1)， 矢谷博文 1)

1) 大阪大学大学㝔歯学研究科㢡口腔機能再ᘓ学講ᗙクラ䜴ンブ䝸ッジ補綴学分野，

2) 北海道大学大学㝔歯学研究㝔歯科保Ꮡ学教室

㻝3   歯および材料䛾 度が新つ化学重ྜᆺ䝪ンディン䜾材䛾㇟∳㉁᥋着能に୚䛘るᙳ㡪

䕿ᘪ立┿ᗈ 1)， ᓟ　⠜史 1)， 中谷᪩ᕼ 1)， ⏣ᑼ⿱Ꮚ 1)， ⴗ野൉介 1)， 東　┿ᮍ 1)， Ụᓮ良┿ 1)，

今஭　大 1)， ᯇ本┿理Ꮚ 2)， ༡野༟ஓ 1)， 矢谷博文 1)

1) 大阪大学大学㝔歯学研究科㢡口腔機能再ᘓ学講ᗙクラ䜴ンブ䝸ッジ補綴学分野，

2) 北海道大学大学㝔歯学研究㝔歯科保Ꮡ学教室
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1 月 21 日 （日曜日）　講堂　

9㻦3㻜ࠥ㻝㻜㻦3㻡　一般口演　

9㻦3㻜㻙㻝㻜㻦㻜㻜　ᗙ長　ụ㑓一඾ （大阪大）     日歯生涯研ಟ䝁ー䝗 3㻝㻜㻠

㻝㻠   ア䝯䝻ジ䜵䝙ン䝁ーティン䜾ナ䝜ᵓ㐀ᯒ出⣧䝏タン㔠ᒓがインプラントᇙධ࿘ᅖ⤌⧊に୚䛘るᙳ㡪につ

いて

䕿ᑎ⏣▱里 㻝㻕， ᑠ正　聡 㻝㻕， ᴋ本ဴ次 2㻕， 西ᓮ┿理Ꮚ 㻝㻕， 㻯㼔㼑㼚 㻸㼡㼥㼡㼍㼚㻝㻕， 㼅㼕㼚 㻰㼑㼞㼛㼚㼓㻝㻕， Ἴ床┿౫ 㻝㻕， 

藤ཎ　฿ 㻝㻕， ྜྷᓠⱱᶞ 㻝㻕， 西ᓮ　ᏹ 㻝㻕， ᑠ正　⿱ 2㻕， 岡ᓮ定ྖ 㻝㻕

㻝㻕 大阪歯科大学Ḟᦆ歯ิ補綴ညྜ学講ᗙ，

2㻕 大阪歯科大学医療保健学部口腔工学科

㻝㻡   ナ䝜ᵓ㐀ᯒ出⣧䝏タン㔠ᒓ表面䜈䛾ラクト䝣䜵䝸ン䛾䝁ーティン䜾が歯࿘⤌⧊再生に୚䛘るᙳ㡪につい

て

䕿㻯㼔㼑㼚 㻸㼡㼥㼡㼍㼚， ᑠ正　聡， 㼆㼔㼍㼚㼓 㻴㼛㼚㼓㼔㼍㼛， ᑎ⏣▱里， 㼅㼕㼚 㻰㼑㼞㼛㼚㼓， Ἴ床┿౫， ྜྷᓠⱱᶞ，

西ᓮ　ᏹ， 岡ᓮ定ྖ

大阪歯科大学Ḟᦆ歯ิ補綴ညྜ学講ᗙ

㻝㻢   歯科医㝔䛾⤥Ỉ⣔を再⪃する　ࠥオ䝌ンὙίを行って▱った事実ࠥ

䖣ⓑᮌ　ὒ， 安ඖ࿴㞝 

九州支部

㻝㻜㻦㻜㻡㻙㻝㻜㻦3㻡　ᗙ長　⏣中㡰Ꮚ （大歯大）     日歯生涯研ಟ䝁ー䝗 29㻜㻢

㻝㻣   ↓歯㢡者⩌䛿すれ㐪いညྜ者⩌よりも口腔関㐃 㻽㻻㻸 䛿పい䛾か䠛

䚽బ藤ோ⨾， ᯇ⏣ㅬ一， ᑠᕝ泰἞， ᴮᮌ㤶⧊， ⊦ಛ༓里， Ṋୗ　⫕， ୕ཎభ介， ඵ⏣᪸大，

⚟Ṋඖ良， 前⏣ⰾ信， ụ㑓一඾ 

大阪大学大学㝔歯学研究科㢡口腔機能再ᘓ学講ᗙ有床⩏歯補綴学 䞉 高㱋者歯科学分野

㻝㻤   㻹㼍㼞㼎㼡㼞㼓 㼐㼛㼡㼎㼘㼑 㼏㼞㼛㼣㼚 䛾臨床応用

䕿Ṋୗ　⫕ 㻝㻕㻘 䝣䜯ム䜾䜵ンク䜷ン 㻝㻕㻘 高ᶫ฼ኈ 㻝㻕㻘 ᶒ⏣▱ஓ 㻝㻕㻘 ụ㑓一඾ 㻝㻕， ᵽ口㙠ኸ 2㻕， 前⏣ⰾ信 㻝㻕

㻝㻕 大阪大学大学㝔歯学研究科㢡口腔機能再ᘓ学講ᗙ有床⩏歯補綴学 䞉 高㱋者歯科学分野

2㻕 ࿴⏣精ᐦ歯研 㻔 ᰴ 㻕

㻝9   ㏱ᯒᝈ者䛾口腔内⎔ቃ䛾ㄪᰝ

䕿⚟岡ᣅ㑻， ୪Ἑ大⿱， ῰谷཭⨾， 㧘ᶫ一ஓ

大阪歯科大学高㱋者歯科学講ᗙ
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㻝㻜㻦㻠㻜ࠥ㻝㻝㻦㻠㻜

特 別 講 演　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日歯生涯研ಟ䝁ー䝗 3㻝㻜3

歯科材料䛾最新情報
㻙 バイオアクティブな材料を補綴臨床に役立てよう 㻙

講師 䠖 今里　聡　（大阪大学大学㝔歯学研究科歯科理工学教室教授）

  　　　　　ᗙ長 䠖 長ᓥ　正　（大阪大学歯学部㝃ᒓ⑓㝔口腔⥲ྜ診療部部長）

㻝2㻦㻡㻜ࠥ㻝3㻦2㻜　　⥲　会

㻝3㻦2㻜　　㛢会䛾㎡　　　　　　　　　　　　　                        　　బ古ዲ正 （๪支部長）

㻝3㻦3㻜ࠥ㻝㻡㻦3㻜

生涯学習公開セミナー　　　　　　　　　　　　　　　　　日歯生涯研ಟ䝁ー䝗 2㻤㻜3

ブラキシズム　䌦 今分かっていることとそ䛾対応法 䌦

    加藤隆史　（大阪大学大学㝔歯学研究科高次⬻口腔機能学講ᗙ口腔生理学教室教授）

　　　　　　　　山口泰彦　（北海道大学大学㝔歯学研究㝔口腔機能学分野ෙᶫ⩏歯補綴学教室教授）

    藤澤政紀　（明海大学歯学部機能保Ꮡᅇ᚟学講ᗙ歯科補綴学分野教授）

      ᗙ長 䠖 矢谷博文　（大阪大学大学㝔歯学研究科クラ䜴ンブ䝸ッジ補綴学分野教授）
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㻿㻙㻝  ⯉ள全᦬ᝈ者に対し⯉᥋ゐ補ຓ床䛾㐺用によりᵓ㡢 䞉 ᄟୗ機能をᨵၿした一⑕౛

䕿皆ᮌ⚈伴

 大阪大学大学㝔歯学研究科㢡口腔機能再ᘓ学講ᗙ有床⩏歯補綴学 䞉 高㱋者歯科学分野

㻿㻙2   口၁口⵹⿣䛾᪤ 䛾あるᝈ者に対してデン䝏䝱ース䝨ースを⪃៖し⩏歯製సを行った⑕౛

䕿高ᓥ฼加Ꮚ

大阪大学大学㝔歯学研究科㢡口腔機能再ᘓ学講ᗙ有床⩏歯補綴学 䞉 高㱋者歯科学分野

1 月 20 日 （土曜日）　ከ┠ⓗᐊ　

㻝3㻦3㻜ࠥ㻝㻠㻦3㻜　専門医ケースプレゼンテーション　
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　 歯科材料について䛾▱㆑をアップデートし， ඃれた先➃的材料を㐺ษに使用することが䝝イ䜶ン䝗な補

綴἞療を行うう䛘で重要であること䛿言うまでもありません． 口腔䛾健康と全身と䛾関㐃ᛶ䛾解明や再生歯

学䛾進Ṍを⫼ᬒに， 近年， 歯科材料䛾進化䛾方ྥ䛿変わりつつあります． すなわ䛱， 「よりᙉい」 「より

ᑂ⨾的」 「よりᢅいやすい」 といったᪧ᮶から重どされてきたᛶ能だけでなく， “バイオアクティブస用”

をഛ䛘た 「より生体に有益な」 材料䜈䛾関ᚰが高まっています．

　 バイオアクティブなಟ᚟材料と䛿， 生体䛾἞⒵やᜏᖖ的機能⥔ᣢに有฼な， 一Ṍ進んだຠᯝを発᥹

するも䛾で， 演者らが開発し実用化に成ຌしたୡ⏺初䛾ᢠ⳦ᛶをഛ䛘た᥋着システム 「ク䝸ア䝣ィル䝯䜺

䝪ン䝗 㻲㻭」 がそ䛾代表にᣲげられます． 本᥋着システム䛿， ஧次う⼃発生䛾䝸スクపῶや， 深在ᛶう⼃

䛾⑕౛において歯㧊保Ꮡ䛾ྍ能ᛶを高めることに役立つᚑ᮶と䛿␗なるタイプ䛾ಟ᚟材料です． 市㈍か

ら 㻝㻜 年近くが⤒㐣し， 臨床的有用ᛶに関する情報もい䜝い䜝とⓏ場し， 最近䛿， アク䝏ベータと⤌みྜ

わせることで㛫᥋ಟ᚟にも応用されています．

　 一方， ᯇ風社が開発した 㻿㻙㻼㻾㻳 䝣ィラーを㓄ྜする䝁ンポジットレジン， 䝁ート材， シーラント➼䛾

㻳㼕㼛㼙㼑㼞 と࿧䜀れる一㐃䛾製品䛿， ⬺⅊ᢚไや◳⤌⧊ㄏᑟ， う⼃予㜵など䛾点で有ຠᛶがᮇᚅできる材

料です． 䜺ラス䝁ア䛾表面に䜾ラスアイオ䝜マー┦を有する 㻿㻙㻼㻾㻳 䝣ィラー䛿， 㻢 ✀䛾マル䝏イオンを高

⃰度にᨺ出する特ᚩをഛ䛘ており， 歯㉁ᙉ化， 㓟䛾中࿴ 䞉 ⦆⾪， ▼⅊化ಁ進， ᢠ⳦ᛶ 䞉 ᢠプラーク

ᛶ➼䛾さま䛦まなバイオアクティブ機能を発᥹します．

　 本講演で䛿， こういったバイオアクティブなಟ᚟材料がど䛾ような特ᛶを有し， 補綴臨床においてど䛾

ように役立つ䛾かについて解説させていただきます．

䛆␎Ṕ䛇

㻝9㻤㻢 年  3 ᭶ 　大阪大学歯学部༞ᴗ

㻝99㻝 年 㻝2 ᭶ 　大阪大学歯学部 歯科保Ꮡ学講ᗙ 䞉 ຓᡭ

㻝992 年 㻝㻝 ᭶ 　大阪大学　博ኈ （歯学） ྲྀᚓ

㻝993 年䡚 㻝99㻠 年　　ⱥ国䝙䝳ー䜹ッスル大学歯学部 䞉 ᐈဨ研究ဨ

㻝999 年 㻝㻝 ᭶ 　大阪大学歯学部 歯科保Ꮡ学講ᗙ 䞉 ຓ教授

2㻜㻝㻝 年  㻝 ᭶ 　大阪大学大学㝔歯学研究科 䞉 教授

2㻜㻝㻠 年  㻠 ᭶ 　大阪大学大学㝔歯学研究科 ๪研究科長 䞉 歯学部๪学部長

䛆学会άື， 専門医➼䛇

日本歯科理工学会๪理事長， 㻶㻭㻰㻾 理事， 日本バイオマテ䝸アル学会理事 㻘 日本᥋着歯学会理事

㻵㻭㻰㻾 㻰㼑㼚㼠㼍㼘 㻹㼍㼠㼑㼞㼕㼍㼘㼟 㻳㼞㼛㼡㼜㻘 㻼㼞㼑㼟㼕㼐㼑㼚㼠 㻔2㻜㻜㻤㻙2㻜㻜9 年 㻕㻘 㻵㻿㻻 㼀㻯㻝㻜㻢㻛㻿㻯㻝 日本㆟長

㻰㼑㼚㼠㼍㼘 㻹㼍㼠㼑㼞㼕㼍㼘㼟 㻶㼛㼡㼞㼚㼍㼘 㻱㼐㼕㼠㼛㼞㻙㼕㼚㻙㼏㼔㼕㼑㼒

日本歯科理工学会 㻰㼑㼚㼠㼍㼘 㻹㼍㼠㼑㼞㼕㼍㼘㼟 㻿㼑㼚㼕㼛㼞 㻭㼐㼢㼕㼟㼑㼞， 日本歯科保Ꮡ学会保Ꮡ἞療ㄆ定医 䞉 ᣦᑟ医， 日

本᥋着歯学会᥋着歯科἞療ㄆ定医

歯科材料䛾最新情報
㻙 バイオアクティブな材料を補綴臨床に役立てよう 㻙

今 里    聡
大阪大学大学㝔歯学研究科　歯科理工学教室　教授

ཎųКųᜒų๫
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　 国㝿╧╀関㐃⑌ᝈ分㢮において， ╧╀᫬ブラキシズム 㻔㼟㼘㼑㼑㼜 㼎㼞㼡㼤㼕㼟㼙 㼇㻿㻮㼉㻕 䛿╧╀関㐃運ື␗ᖖ⑕

（㻿㼘㼑㼑㼜 㼞㼑㼘㼍㼠㼑㼐 㼙㼛㼢㼑㼙㼑㼚㼠 㼐㼕㼟㼛㼞㼐㼑㼞） に分㢮されている． 成人で䛾発生⋡䛿 㻡 䡚 㻝㻜㻑 と， ╧╀関㐃⑌ᝈ

䛾中でもẚ㍑的㢖度が高く， 加㱋に伴ってῶᑡするഴྥがある． 現᫬点で䛿 㻿㻮 䛾ཎ因に༢一䛾因Ꮚ

䛿Ꮡ在せ䛪， 多因Ꮚㄽ的⑓因ㄽがᥦ᱌されている． そ䛾一方で， 㻿㻮 䛾䝸スク因Ꮚに䛿， 生ά習័や

ストレス， 精⚄䞉⚄⤒⑌ᝈや， そ䛾⑌ᝈでฎ方される⸆๣がᣲげられている． 㻿㻮 䛿， ╧╀中に生䛨る様々

なタイプ䛾࿪ᄮ➽άືう䛱༢なる一表現ᆺであり， 䝸ズムᛶを有する特ᚩをᣢつ． しかし， ╧╀中䛾࿪ᄮ

➽άື䛾生理機ᗎを理解すると， 㻿㻮 と䛿別䛾╧╀㞀ᐖによる࿪ᄮ➽άືと䛾㚷別診断や， それらが 㻿㻮

とΰ在する≧ἣが多々あるにもかかわら䛪， そ䛾༊別ができていないことが容᫆に理解できる．

　 補綴歯科἞療䛾対㇟となる中高年䛾ᝈ者で䛿， 生理的に╧╀䛾㉁がపୗする． ⑓ែ生理学的に䛿，

╧╀䛾㉁䛾పୗ䛿， 身体䛾➽άືをྵめて࿪ᄮ➽άືを増加させる要因である． さらに， 中高年で䛿

╧╀関㐃⑌ᝈ䛾⨯ᝈ⋡が増加する䛾で， 䝏䜵ア䝃イ䝗で╧╀医学的ၥ題によって， 㻿㻮 で䛿なく࿪ᄮ➽

άືが増加するྍ能ᛶも高い． また， 㻿㻮 と╧╀関㐃⑌ᝈと䛾ేᏑ౛が報࿌されている． これら䝸スク因

Ꮚ䛿， ╧╀ぬ㓰ㄪ⠇機能や， 口腔㢦面䛾⑊③⑕≧にᙳ㡪を୚䛘る䛾で， 䝸スク因Ꮚ䛾有↓や重」によっ

て⑓ែや臨床⑕≧が␗なり， さま䛦まな἞療法䜈䛾཯応ᛶも␗なるྍ能ᛶが⪃䛘られる．

　 本講演で䛿， 㻿㻮 䛾診断や἞療䛾プ䝻セス䛾中で， 㻿㻮 による歯科的なၥ題を解Ỵするために▱ってお

きたいᇶ♏と╧╀医学的な▱㆑についてᴫ説する．

䛆␎　Ṕ䛇

㻝99㻠 年 大阪大学歯学部歯学科༞ᴗ

㻝99㻤 年　 ྠ大学大学㝔歯学研究科ಟ஢

㻝99㻤㻙2㻜㻜3 年 䝰ント䝸オール䝃ク䝸䜹⑓㝔╧╀生体䝸ズム研究所䚸 䝰ント䝸オール大学歯学部 䞉 ྠ大学　

　　　　　　　　　　⚄⤒科学研究所　博ኈ研究ဨおよび研究ຓᡭ

2㻜㻜3 年 㻠 ᭶ ᯇ本歯科大学　講師

2㻜㻜㻡 年 9 ᭶ ྠ　෸教授

2㻜㻜㻤 年 㻝 ᭶ ᯇ本歯科大学⑓㝔歯䛞しり╧╀᫬↓࿧྾⑕እ᮶　୺௵ （ව務）

2㻜㻜㻤 年 9 ᭶ 大阪大学大学㝔歯学研究科高次⬻口腔機能学講ᗙ口腔解๗学➨஧教室　講師

2㻜㻝㻢 年 㻝㻝 ᭶ 大阪大学大学㝔歯学研究科高次⬻口腔機能学講ᗙ口腔生理学教室

2㻜㻝3 年 㻡 ᭶より大阪大学医学部௜ᒓ⑓㝔╧╀医療センター （ව務）

2㻜㻝㻢 年 㻣 ᭶より大阪大学大学㝔　大阪大学 䞉 㔠ἑ大学 䞉 ὾ᯇ医科大学 䞉 ༓ⴥ大学 䞉 ⚟஭大学　㐃ྜ

ᑠඣ発㐩学研究科　㝃ᒓᏊども䛾ここ䜝䛾分Ꮚ⤫ᚚ機ᵓ研究センター （ව務）

䛆学会άື， 専門医➼䛇

博ኈ （歯学）

日本╧╀学会ㄆ定歯科医

╧╀᫬ブラキシズム䛾ᇶ♏

加藤隆史
大阪大学大学㝔歯学研究科　高次⬻口腔機能学講ᗙ　口腔生理学教室
大阪大学医学部㝃ᒓ⑓㝔　╧╀医療センター
大阪大学大学㝔　㐃ྜᑠඣ発㐩学研究科　㝃ᒓᏊども䛾ここ䜝䛾分Ꮚ⤫ᚚ機ᵓ研究センター

ဃ෨ܖ፼π᧏ǻȟȊȸųųųų「ブラキシズム　䇵今分かっていることとそ䛾対応法」
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　 ╧╀᫬ブラキシズム （㻿㼘㼑㼑㼜 㻮㼞㼡㼤㼕㼟㼙 䠖 㻿㻮） 䛿歯科における様々な臨床⑕≧䛾䝸スク䝣䜯クターとしてὀ

┠されており， 㐺ษな἞療法がồめられている．

　 一般的に⑌ᝈ䛾἞療方㔪を立てるために䛿， そ䛾ཎ因と⑓ែ䛾୧方に関する診断が必要である． 㻿㻮

䛾ཎ因， 発現機ᗎ䛿， ᚎ々に明らかになりつつあるが， いまだ全容䛾解明䛿なされていない． ⑓ែ䛾

診断について䛿， ブラキシズム䛾有↓， 重⠜度をホ౯するᐈ観的᳨ᰝ法として， ࿪ᄮ➽➽㟁ᅗ᳨ᰝが

ᣲげられ， 特に㡢ኌ䝡デオ௜き䛾╧╀ポ䝸䜾ラ䝣᳨ᰝ䛿最も確実な方法とされている． しかし， 現≧で䛿，

➽㟁ᅗ᳨ᰝで䛿なく， 歯䛞しり㡢䛾ᣦ᦬䛾有↓に関するၥ診やည⪖， ➽や㢡関⠇③など䛾臨床所見に

ጤ䛽られている． これら䛾臨床所見䛿必䛪しも 㻿㻮 に㉳因すると䛿㝈ら䛪， 特␗的で䛿ない． また， ည

⪖䛿， 現在進行ᙧ䛾 㻿㻮 だけでなく， 㐣ཤ䛾ある᫬ᮇ䛾 㻿㻮 に⏤᮶している場ྜもありᚓる． そ䛾ため，

臨床所見にᇶ䛵くホ౯ 䞉 診断法䛾正確度䛿高いと䛿言䛘ない． 

　 ἞療法について䛿， スプ䝸ント䛾௚， ╧╀⾨生ᣦᑟ， 行ື療法， ညྜ἞療， ⸆物療法などが⪃䛘ら

れてきた． 歯や歯࿘⤌⧊保ㆤ䛾観点から䛾スプ䝸ント䛾使用䛿ྰ定されるも䛾で䛿ないが， 㻿㻮 を確実に

ᢚไできる἞療法䛿確立されていない． ただし， ἞療䜈䛾཯応䛿ᝈ者により␗なるྍ能ᛶ䛿あり， ಶ々

䛾ᝈ者に㐺した἞療法を᥈し出し㐺用するというテーラー䝯イ䝗἞療を᳨ウするవ地䛿ある． ṧᛕながら，

἞療ຠᯝ䛾ᐈ観的ホ౯法䛿まだ日ᖖ臨床にᑟධされていないため， 臨床現場で䛿， ᝈ者が， 現在，

有ᐖなブラキシズムを有している確ドをᚓないままスプ䝸ント἞療を開始し， 長ᮇにわたり使用し続けること

もありᚓる．

　 講演で䛿， そ䛾ような現≧䛾中で， 㻿㻮 ␲いで᮶㝔した┠䛾前䛾ᝈ者に対し， ಶ々䛾≧ἣをど䛾よう

にุ断し， ど䛾ような἞療， ⟶理方㔪を立てれ䜀よい䛾かを， ᑗ᮶展ᮃもྵめて説明する．

䛆␎Ṕ䛇

㻝9㻤3 年 　北海道大学歯学部༞ᴗ

㻝9㻤㻣 年 　北海道大学大学㝔歯学研究科 （歯科補綴学➨஧講ᗙ） ಟ஢， 歯学博ኈ

㻝9㻤㻣 年 　北海道大学歯学部歯科補綴学➨஧講ᗙ　ຓᡭ

㻝9㻤9 年 　北海道大学歯学部㝃ᒓ⑓㝔特Ṧ歯科἞療部㢡関⠇἞療部門　講師

2㻜㻜㻝 年 　ྠ἞療部　ຓ教授

2㻜㻜㻣 年 　䝰ント䝸オール大学ᐈဨ教授

2㻜㻜㻣 年 　北海道大学⑓㝔高次口腔医療センター㢡関⠇἞療部門　෸教授

2㻜㻝㻠 年 　北海道大学大学㝔歯学研究科口腔機能学講ᗙෙᶫ⩏歯補綴学教室 教授

2㻜㻝㻢 年　北海道大学⑓㝔　⑓㝔長補బ

䛆学会άື， 専門医➼䛇

日本補綴歯科学会理事， 専門医， ᣦᑟ医 

日本㢡関⠇学会理事， 専門医， ᣦᑟ医 

日本㢡口腔機能学会๪会長

山口泰彦
北海道大学大学㝔歯学研究㝔　口腔機能学分野

ෙᶫ⩏歯補綴学教室　教授

ဃ෨ܖ፼π᧏ǻȟȊȸųųųų「ブラキシズム　䇵今分かっていることとそ䛾対応法」

╧╀᫬ブラキシズム䛾診断と

἞療方㔪䛾立᱌
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　 ブラキシズム䛿歯科臨床に大きなᙳ㡪を୚䛘る䛾みなら䛪， ╧╀関㐃運ື㞀ᐖとして全身にཬ䜌すᙳ

㡪も▱られています．

　 ブラキシズム䛿ᑵᐷ中䛾䜾ラインディン䜾を中ᚰとする╧╀᫬ブラキシズムと日中䛾クレン䝏ン䜾を中ᚰと

するぬ㓰᫬ブラキシズムに大別されます． ୧者䛾関㐃䛾有↓といった点について䛿， まだ結ㄽが出てい

ないとᛮわれます． そ䛾理⏤として， どういったど点でブラキシズムをホ౯するかといったど点䛾㐪いに

よることが⪃䛘られます． こ䛾こと䛿， ぬ㓰᫬ブラキシズムそ䛾も䛾䛾ホ౯方法が確立していないことが大

きなၥ題となっているようにᛮわれます．

　 そこで， 本講演で䛿ぬ㓰᫬ブラキシズムをど䛾ようにホ౯するかという点についてま䛪ゐれたいととᛮい

ます． そして， ぬ㓰᫬ブラキシズムと╧╀᫬ブラキシズム୧者䛾関㐃について㏙䜉たいとᛮいます． こ

䛾୧者䛾関㐃を▱ることにより， ╧╀᫬ブラキシズムに対するぬ㓰᫬ブラキシズムから䛾アプ䝻ー䝏， さら

に䛿╧╀䛾㉁に対するᙳ㡪をおヰししたいと⪃䛘ます．

　 具体的に䛿， ╧╀᫬ブラキシズム䜈䛾対応として䛾ぬ㓰᫬ブラキシズム䜈䛾ㄆ▱行ື療法である࿪ᄮ

➽ 㻱㻹㻳 バイオ䝣ィー䝗バックカ⦎䛾ຠᯝを説明します． また， ╧╀᫬ブラキシズム䛿╧╀関㐃運ື㞀ᐖ

としてもᤊ䛘られることから， ╧╀䛾㉁に対するアプ䝻ー䝏として䛾 㻱㻹㻳 バイオ䝣ィー䝗バックカ⦎ຠᯝに

おけるྍ能ᛶについてもゐれてみたいとᛮいます．

　 ぬ㓰᫬ブラキシズムから╧╀᫬ブラキシズムにアプ䝻ー䝏することにより， ど点䛾㐪いからẼ䛵かされる

ことがあるようにᛮわれます． そして， これから䛾ブラキシズムマ䝛ージ䝯ントにྥけて⪃䛘る一ຓになれ

䜀幸いです．

䛆␎　Ṕ䛇

㻝9㻤㻠 年 3 ᭶ 　ᒾᡭ医科大学歯学部༞ᴗ　

㻝9㻤㻤 年 3 ᭶ 　ᒾᡭ医科大学大学㝔歯学研究科ಟ஢ （歯学博ኈ）

ྠ 年　　㻠 ᭶ 　ᒾᡭ医科大学ຓᡭ （歯学部歯科補綴学➨஧講ᗙ）

㻝99㻜 年 㻠 ᭶   䜹䝸䝣䜷ル䝙ア大学䝻䝃ンゼルスᰯ （㼁㻯㻸㻭） ᐈဨ研究ဨ

㻝99㻣 年 㻝 ᭶ 　ᒾᡭ医科大学კク講師 （歯学部歯科補綴学➨஧講ᗙ）

2㻜㻜㻣 年 㻠 ᭶ 　明海大学教授 （歯学部機能保Ꮡᅇ᚟学講ᗙ歯科補綴学分野）

䛆学会άື， 専門医➼䛇

日本補綴歯科学会　専門医 䞉 ᣦᑟ医

日本㢡関⠇学会　専門医 䞉 ᣦᑟ医

日本歯科ᚰ身医学会　ㄆ定医 䞉 ᣦᑟ医

日本歯科ᑂ⨾学会　ㄆ定医

ぬ㓰᫬ブラキシズムから

╧╀᫬ブラキシズム䜈䛾アプ䝻ー䝏

ဃ෨ܖ፼π᧏ǻȟȊȸųųųų「ブラキシズム　䇵今分かっていることとそ䛾対応法」

藤澤政紀
明海大学歯学部　機能保Ꮡᅇ᚟学講ᗙ

歯科補綴学分野 教授

15



 
 

 

Éâ 
(MUOJSZA
lF3 40�fm) 

T]IOQPW[SJ[VY[SK]T]R[PX]8:.? 

�uÇ8�¨8�á� 
 �Í�k^èæ¢p�è¡®´dè�®¹�èÔ®«ºèr®Ãi 

Ä � �Ý����Þ¥�µ¸¶ãuÁ£Àn��Ó���½¥Ë¼�\æç¿¥¶�oÛ 

Ä � 

É â 
Strain of maxillary implant overdentures using bar attachment  

- Influence of palatal coverage - 

Æ ¿ Nishimura Y, Takahashi T, Gonda T, Tomita A, Toyota R, Maeda Y 

 Department of Prosthodontics, Gerodontology and Oral Rehabilitation, Osaka University Graduate School of Dentistry 

�é��±°�
� _ã¨¥ã¯h7J[VY[SK]T]R[P
X]�f` ��
�H×�-EßèJ[VY[SHÖ»
-E�¦%��*F3#DèuÇHÎG6 ��
HØ�-E)5%�Eé+$+uÇ8�¨%½¥
8:.?7t=-�áHÒ<1µ¸96 é0)
4�µ¸49_ã ��
 8uÇ8�¨%½¥8:.
?7a"E�áH�C$7-E)5H±°5+3
 |�åHÈ21é�
��é� �¦�
� _ã¨¥ã |8bj8r¥Ùè�Â¥Ùè�Â¥
Ù7J[VY[SH}l+èT]IOQPW[SH­
 3Ö»+1éuÇHÎ!#B;ÎG6 ��8 �
·ä8�å­½¥HÌg+èyj#B;uÇj8
¤c7:.?L]NHÕe+1é_`ã8½¥H 
|7Ê³+1©�4xv*/èxv�à7{²6�w7

�
� 8ÅÚHs"èyj#B;uÇj7#(E:.?H
	 zÏ§+1éuÇ8�¨7BE:.?8�H� ������
��������� ��H­ 3�ÐHÈ21������	�é�
���é� »�5¾��
� yj5uÇj7# 3èuÇ8�¨8Ü7 ��
 7¬,
E:.?7��6�9Ñ@CF6$21é�
� )F>48µ¸4J[VY[SHÖ»+6 ~v4
9uÇHÎG6 )54:.?%�&'621��é+$
+è�µ¸8»�$CT]IOQPW[SH­ 3J[
VY[SHÖ»-E)54èuÇHÎG6 ~v4A
��
 8��%�q*F15¾"CFEé�
�é� �ª�
�. Takahashi T, Gonda T, Tomita A. et al. Influence of  
Palatal Coverage and Implant Distribution on Denture 
Strain in Maxillary Implant Overdentures. Int J Oral  
Maxillofac Implants. 2016 ;31:e43-8  

16

 

 

 
»�*Á'2R�°%ãS�!×°jeý*�Û*²ï 

àÙ 
(b¸Ù(�_) 

�� 

�³¦õy ��ćÈÊ�{ ��ć\��m ��ć¬� �á ��ćµëaÖ ��ćQLxò ��ć��

�÷q� ��ćª¤iT ��ćă®JP �� 

ß � ��wú°Îw|ĂĄÙ°Î|ê�ć��wú°Îw|]ÃUW|óbÝ�|Î 

ß � 

â ÿ 
Comparison of wear amount on denture occlusal surface made with artificial teeth with different physical  

Properties 

à Ù Kato R��, Masago A��, Kitao N��, Kusunoki T��, Shibuya T��, Inoue T��, Ono Y��, Kakimoto K��, Takahashi K�� 

 
��Department of Geriatric Dentistry, Osaka Dental University,  
��Department of Oral Health Engineering, Osaka Dental University 

�� ÆÅ 
� Ô×°*R�°+ ,×°*}~&hoÜZ*gL
5p2�&5ÆÅ&�$ùÄ�3$�2 .��� ,ù
Ä�3$�2Ï�'R�°*»�*ñ�� ,R�°
*Ú�Û�(O�2�þ(#�$+N�'¹�v
� . �% ,R�°*»��jeý*�Û(`,��
þ(#�$«è�! . 
�� �´ 
� �ìÙ+wú°Îw|û�ÂüĂĄÙ°Î(ð
ü�2º°Ā�Ù � f�À� � f ,z� 
 f ,�r�Ą
���
 ±�&�! .�ê��k�R�° A &R�° B
5¿�$Ô×°5�ã� ,é��J�Nä('"!
� ,Ç� ,JG¢ ,^� ,J��&(×°jeý5<D
;F_ì¥ą=EAC7@B� §āÍãĆ%_ì� ,
îËíÉÞ5¿�$ÉÞ­s5ãS�! .ÉÞ­s
5K¯X�½ç¶n (Cono Scan ����� :C7HE�

Íã�($A=?EAH?[� ,¡ý¾�>CB8
96�Geomagic Studio���	� �D Systems Íã�($
Ç�*­s5t·&�$­s*ö)e4�5á� ,
R�°*�Ûø5¶~�! .Óç|Åæ¨(+JX
ôÕY�Y¨5¿�! . 
�� Ò©&Ø� 
� R�° A*LMĀ�r�Ûø+JG¢% ���� I ,
^�% ���� I ,J�% �
��� I%�"! .R�° B
*LMĀ�r�Ûø+JG¢% ���� I ,^�% ���

I ,J�% ��	� I%�"! . Óç|Å£��+å0
3'�"!� ,R�° A +�Ûø*Ñ Åu[�.
03 ,¼(MĀR�°*�Ûø�v�å03! .R�
° B +�Ûø*Ñ Åu[+�-1å03'�"
! .�*Ò©�0»�*ñ�/R�°��*ñ�� ,
�Ûø(�5O�2cÜ��Ìl�3! . 
w°]V� Ð 110817 d�

1

2

一 般 口 演



 
  

 

¹� � � Ñ 
().*(+2!
E%� 40e=G) 

Bl��Ò°�VRÎ~U
#�I���	
$ 

³�Ê��±¿4Z¾Ë@�]�¨X 
 �£�ÖmÙU;xaÙ>½B�Ù��F5Ù�8ÏdÙ�8�M 

¶ | `Ì�¤`f��»­VRfÃq 

¶ | 

¹ Ñ 
The reference range of periodontal mechanosensitive thresholds in the molar teeth stimulated from  
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Influence of mandibular residual ridge morphology on pressure distribution during impression procedure:  
A model experiment 
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Investigation of residual ridge curvature in edentulous mandible 
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Influence of wearing distal extension removable partial denture on occlusal force to maxillary anterior teeth 

-Comparison between unilateral and bilateral partial denture- 
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² Ï Evaluation of occlusal stability in each period of occlusal developmental stage using T-Scan� 
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 Department of Fixed Prosthodontics and Occlusion, Osaka Dental University 
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Ì å Effect of framework design on fracture strength of resin veneered PEEK crowns  

É Â Takita M, Omori S, Shin C, Shirasaki A, Miura H 

 Fixed Prosthodontics, Department of Restorative Sciences, Division of Oral Health Sciences, Graduate School, Tokyo Medical and Dental University 
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 The influence of thickness of PEEK crowns on the fracture load after cyclic loading 

 Shirasaki A, Omori S, Shin C, Takita M, Miura H 

 Fixed Prosthodontics, Department of Restorative Sciences, Division of Oral Health Sciences, Graduate School, Tokyo Medical and Dental University 
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Adhesion procedure for CAD/CAM resin crown bonding 

– Part 8:  Effect of MMA-containing primer treatment and silane treatment on the long-term adhesion ability – 
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